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地域医療構想等に関する国の議論状況について

令和５年３月22日

佐賀県健康福祉部 医務課

資料４
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地域医療構想

Ⅰ医療計画全体に関する事項

６医療計画の作成手順等について

（２）地域医療構想及び地域医療構想調整会議での議論の進め方

 地域医療構想は、医療計画の一部として位置付けられており、その取組を進めることを目的に協議
の場（地域医療構想調整会議）が構想区域ごとに設置されている。

 新型コロナウイルス感染症対応が続く中ではあるが、地域医療構想の背景である中長期的な状況や
見通しは変わっていない。感染拡大時の短期的な医療需要には各都道府県の医療計画に基づき機動
的に対応することを前提に、地域医療構想についてはその基本的な枠組み（病床の必要量の推計・
考え方など）を維持しつつ、着実に取組を進めていく。特に再検証対象医療機関については、これ
までの方針に従って確実に取組を行う。

 具体的には、都道府県は、毎年度、対応方針の策定率を目標としたPDCA サイクルを通じて地域医
療構想を推進することとし、対応方針の策定率と地域医療構想調整会議における資料や議事録など
協議の実施状況を分かりやすく公表を行うこととする。

 なお、現在の地域医療構想は、2025年までの取組として進めているが、第８次医療計画期間中に
2025年を迎える。地域医療構想により、病床の機能分化・連携が一定進んできていることに鑑み
れば、2025年以降も地域医療構想の取組を継続していくことが必要と考えられ、その在り方につ
いては、今後中長期的課題について整理し、検討する。

R04.12.28
第８次医療計画等に関する検討会
第８次医療計画等に関する意見のとりまとめ一部抜粋・加工

・R4年度中に全ての医療圏で対応方針の検証済
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かかりつけ医機能が発揮される制度整備 R05.02.24
第13回全世代型社会保障構築会議資料一部抜粋・加工

※R07.04.01から「かかりつけ医機能の確保に関する事項」が第8次医療計画の記載事項として追加
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地域医療連携推進法人 R05.02.24
第13回全世代型社会保障構築会議資料一部抜粋・加工

地域医療構想調整会議分科会において
協議が整ったものを医療審議会へ諮問


